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梅雨に入り、嫌な天気が続いていますね。

体調管理には十分お気をつけ下さい。

さて、前回からの続きです。

陸上競技会も無事終わり、応援部の活動もひと

段落。次なる目標は、本職の野球で地区6校か

らの選抜メンバーに選ばれること l

そのためには、春季野球大会で良い成績を収め

なければなりませんでした。

これでも、丁中学校では3塁手のレギュラーで

したし、戦力的にも十分優勝を狙えると、本気

で思っていましたから、春季野球大会で目立て

ば選抜チームにも !・ ・ eという野望をもつて

練習に励んでいました
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ところが ◆・・監督と折り合いが悪い数人の部

員が、突然退部してしまつたのです !

主力でしたから、かなりの戦カダウン。

『ありゃりゃ～』・・・練習からして元気もな

<なり、これはヤバイ !と目つたのですが、ど

うすることも出来ずに、ダラダラと練習する

日々が続いたのです。

退部したメンバーで、未練がありそうなB君に

『もう一度やろうよ』と声をかけてみると『も

うBljの部に入部したから辞められない !』 と、

言われたのですが 00。 本心は、まだ野球をや

りたい様だつたので『その部の顧FoBの先生には

オレから話をつけるから、また野球やろう !』

と、なんとか□説き落として、野球部に戻した

のです (こ つちも必死ですからね
∧
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そしたらB君から『 C君も戻りたいつて !』 と

いうことで、なんとか 2名復帰させて、ちょつ

びり戦カアップで大会に臨んだのです !

が ◆・ ◆やはり、バタバタした練習不足のツケ

なのか、あつさり初戦負け !ガックリ。。。

これで、選抜メンバー入りはかなり厳しくなり

ました。例年、初戦で負けたチームからは、2
名が選ばれていたので、自分にも選ばれる権利

はあるだろうと思つていましたが、ここでも、

ありえない、シヨッキングな結末に・・・

野球部監督から『お前を内野手として選抜メン

バーに推薦してもよかつたが、この前の陸上競

技会での応援評判が良かつたから、お前はまた

応援で頑張つて<れ !』 という一言 !

『えぇぇ―。また (マジッO二@)つすか～ !』

と、どこまでも間の悪い、わたる少年でした。

他校の選抜メンバーからも『何でお前が選ばれ

ないの～??』 と言われても、後の祭り。

苦笑いを返すしかなかつたのでした。

陸上3000m代 表もダメ !野球部の選抜メン

バー入りもダメ !

さらに、私が必至になつて、野球部に復帰させ

たBく んが、選抜メンバー入りし、複雑な想い

が一層ゎき上がる、わたる少年でした。

ちょつびり、ほろ苦い青春の思い出・・・苦い

ままで、終わつてしまいました !【完】

【今月のことば】

『我 事において 後悔せず』

宮本武蔵「五輪書Jより。「何事も後悔しない

ように精一杯やろう」ということですが、もつ

と突詰めると『後悔などというおめでたい手段

で、自分をごまかさぬと決心すること』と武蔵

は語つているのでしょう。

後悔しないように、
1自

分の選択を今後に活かす

こと !というようなことが、|とても大切なのか

なと・・・

そして、あの中学時代の一生懸昴さ、必死さが

今の自分を創つてきたのだと思います !!

では、また次回をお楽しみに !
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